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専
攻
コ
ー
ス　
　

規
　
定
　
課
　
題

                      

（
会
友
〜
六
段
）

4

〈
原
文
〉�

秋
晩
／
相
思
夕
上
松
臺
立
蛬
思
蟬
聲
満
耳
秋
。
白�

望
山
幽
月
猶
蔵
影
聽
砌
飛
泉
轉
倍
聲
。
菅
三
品�

を
く
ら
や
ま
ふ
も
と
の
ゝ
へ
能
者
那
す
ゝ
支
ほ
の
可
尓
み
ゆ
る
あ
支
能
ゆ
ふ
く
れ

※ 

左
の
『
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集
』
の
「
秋
晩
」
か
ら

「
ゆ
ふ
く
れ
」
ま
で
を
ペ
ン
で
臨
書
し
な
さ
い
。

（
参
考
手
本
は
次
ペ
ー
ジ
）

〈
読
み
〉

秋あ
き
の
く
れ晩

相あ
ひ

思
っ
て
夕ゆ
ふ
べ

に
松し
ょ
う

台だ
い

に
上の
ぼ

っ
て
立た

て
り
、
蛬
き
り
ぎ
り
すの

思
ひ
蟬せ
み

の
声こ
ゑ

耳

に
満み
ち

て
る
秋
な
り
。
白は
く

／
山
を
望

め
ば
幽い
う
げ
つ月
猶な

ほ
影か
げ

を
蔵か
く

す
。
砌み
ぎ
りに

聴き

け
ば
飛ひ

泉せ
ん

転う
た

た
声こ
ゑ

を
倍ま

す
。
菅か
ん

三さ
ん

品ぼ
ん

／
小お

倉ぐ
ら

山や
ま

ふ
も
と
の
野の

べ辺
の

花
す
す
き
ほ
の
か
に
見
ゆ
る
秋
の

夕ゆ
ふ
ぐ
れ暮

〈
出
典
〉　 

『
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集�

巻
上
』

伝
藤
原
行
成
筆　

230
〜
232

〈
大
意
〉

○�

秋あ
き
の
く
れ晩
…
友
人
を
思
い
な
が
ら
、

秋
の
夕
暮
に
松
樹
の
そ
ば
の
見

晴
ら
し
台
に
上
る
と
、
い
か
に
も

も
の
思
わ
し
げ
に
鳴
く
蛬
き
り
ぎ
り
すや

行

く
秋
を
惜
し
む
か
の
よ
う
な
蝉

の
声
な
ど
が
耳
い
っ
ぱ
い
に
響
い

て
、
し
み
じ
み
と
あ
わ
れ
を
催

す
秋
で
あ
る
こ
と
だ
。
白
居
易

○�

山
を
望
み
や
る
と
、
木
の
間
隠

れ
に
見
え
る
月
は
か
す
か
な
光

を
放
つ
の
み
で
、
山
の
端
か
ら

そ
の
姿
を
完
全
に
は
見
せ
て
い

な
い
。
軒
下
の
石
畳
の
所
に
立

っ
て
耳
を
澄
ま
す
と
、
滝
の
音

が
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
く
る
。

（
ユ
ウ
ベ
）

（
タ
イ
）

（
タ
テ
レ
バ
）



5

【
文
字
解
説
】

用
具　

�

つ
け
ペ
ン
、
万
年
筆
ま
た
は
デ
ス
ク
ペ
ン
（
ボ
ー
ル
ペ
ン
は
不
可
）、
イ
ン
ク
は
黒
色

用
紙　

�

ぺ
ん
の
力
用
紙
Ａ
型
（
Ｂ
型
も
可
）

※
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
と
月
別
出
品
券
Ⓐ
の
２
枚
を
貼
っ
て
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

　

��

堀　

津　

節　

子　

臨　
　
　

　

（
つ
け
ペ
ン
）�　

菅
原
文ふ
み

時と
き

○�

小
倉
山
の
麓ふ
も
との

野
辺
に
、
花は
な

薄す
す
き

の

穂
が
ほ
ん
の
り
と
白
っ
ぽ
く
一
面

に
そ
よ
ぐ
の
が
見
え
る
よ
う
な
、

こ
の
辺
り
の
す
ば
ら
し
い
秋
の
夕

暮
で
あ
る
こ
と
よ
。

〈
解
説
〉

藤
原
公き
ん

任と
う

（
九
六
六
〜
一
〇
四

一
）
の
手
に
な
る
朗
詠
用
の
歌

集
。
四
季
別
、
主
題
別
に
漢
詩

と
和
歌
を
交
互
に
記
す
珍
し
い

ス
タ
イ
ル
の
歌
集
で
あ
る
。

1
2 1

2

3
5

46

7

偏 旁

1
2
3

重
ね
て

ペ
ン
の
持
っ
て
い
き
方
の
違
い

1
2
3

4 5
10

6

89
7



専
攻
コ
ー
ス　
　

規
　
定
　
課
　
題
　
（
五
段
〜
初
段
）　
※
左
の
手
本
を
参
考
に
、
自
分
の
書
き
ぶ
り
で
書
き
な
さ
い
。

専
攻
コ
ー
ス　
　

規
　
定
　
課
　
題
　
（
五
段
〜
初
段
）　
※
左
の
手
本
を
参
考
に
、
自
分
の
書
き
ぶ
り
で
書
き
な
さ
い
。

6

〈
読
み
〉

　

�

農
夫
の
家
に
一い

ち

夜や

を
か
り
て
、
明あ

く

れ

ば
又
野の

中な
か

を
行ゆ

く

。
そ
こ
に
野の

飼が
ひ

の
馬

あ
り
。
草く

さ

刈か
る

お
の
こ
に
な
げ
き
よ
れ

ば
、
野や

夫ふ

と
い
へ
ど
も
、
さ
す
が
に

情な
さ
けし

ら
ぬ
に
は
非あ

ら

ず
。

〈
作
者
〉
松
尾
芭
蕉

　
　
　
（
一
六
四
四
〜
一
六
九
四
）

〈
出
典
〉 『
奥
の
細
道
』

〈
大
意
〉

　

�

農
夫
の
家
で
一
晩
泊
め
て
も
ら
い
、

翌
朝
ま
た
野
中
を
行
く
。
そ
こ
に

野
原
で
放
し
飼
い
に
し
て
い
る
馬

が
い
た
。
そ
ば
で
草
を
刈
っ
て
い

る
男
に
そ
の
馬
を
貸
し
て
く
れ
る

よ
う
嘆
願
す
る
と
、
田
舎
の
人
と

は
い
っ
て
も
、
さ
す
が
に
人
情
を

知
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

〈
解
説
〉

　

連
綿
は
文
字
の
終
筆
か
ら
次
の
文

字
の
始
筆
ま
で
遠
ま
わ
り
し
な
い
で

無
理
な
く
書
け
る
と
こ
ろ
に
し
ま
し

ょ
う
。

　

加

藤

玲

子

書
（
つ
け
ペ
ン
）

※
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
と
月
別
出
品
券
Ⓐ
の
２
枚
を

貼
っ
て
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

用
具　

�

つ
け
ペ
ン
、
万
年
筆
ま
た
は
デ
ス
ク
ペ
ン

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
は
不
可
）、
イ
ン
ク
は
黒
色

用
紙　

�

ぺ
ん
の
力
用
紙
Ａ
型
（
Ｂ
型
も
可
）

常
用
体

筆
写
体

農

明

野

行



専
攻
コ
ー
ス　
　

規
　
定
　
課
　
題
　
（
1
級
〜
5
級
）     

※
左
の
手
本
を
参
考
に
、
自
分
の
書
き
ぶ
り
で
書
き
な
さ
い
。

専
攻
コ
ー
ス　
　

規
　
定
　
課
　
題
　
（
1
級
〜
5
級
）     

※
左
の
手
本
を
参
考
に
、
自
分
の
書
き
ぶ
り
で
書
き
な
さ
い
。

7

〈解　説〉

　
　
　

堀　

津　

節　

子　

書

�

（
つ
け
ペ
ン
）

※ 

バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
と
月
別
出
品
券
Ⓐ
の
２
枚
を
貼
っ
て

出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

用
具　

�

つ
け
ペ
ン
、
万
年
筆
ま
た
は
デ
ス
ク
ペ
ン
（
ボ
ー
ル
ペ

ン
は
不
可
）、
イ
ン
ク
は
黒
色

用
紙　

�

ぺ
ん
の
力
用
紙
Ｇ
型

〈
読
み
〉��

雨あ
め
や
み
て
と
み
に
秋あ
き

づ
け
り
村む
ら

ゆ
く
に
物も
の

あ
ら

ふ
流

な
が
れ

澄す

み
透と

ほ

り
た
る

〈
作
者
〉�

木
下
利
玄
（
一
八
八
六
〜
一
九
二
五
）

〈
大
意
〉��

雨
が
や
ん
で
、
一
層
秋
め
い
て
き
た
村
を
歩
い

て
行
く
と
、
物
を
洗
っ
た
り
も
す
る
川
の
水
が

更
に
澄
み
わ
た
り
、
美
し
い
。

〈
解
説
〉��

ペ
ン
の
動
き
を
な
め
ら
か
に
し
、
筆
脈
に
留

意
し
て
全
体
の
流
れ
が
出
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

〈
い
ろ
い
ろ
な
書
き
ぶ
り
〉

〈
連
綿
の
注
意
点
〉上

の
文
字
の
収
筆
か
ら
※
印
ま
で
一
文
字
の
よ
う
に
続
け
る

※

※

※ ※

※

※



専
攻
コ
ー
ス
　　

規
　
定
　
課
　
題
　
（
6
級
〜
10
級
）     

※
左
の
手
本
を
参
考
に
、
自
分
の
書
き
ぶ
り
で
書
き
な
さ
い
。

専
攻
コ
ー
ス
　　

規
　
定
　
課
　
題
　
（
6
級
〜
10
級
）     

※
左
の
手
本
を
参
考
に
、
自
分
の
書
き
ぶ
り
で
書
き
な
さ
い
。

8

　
　
　

福　

原　

溪　

春　

書

�

（
つ
け
ペ
ン
）

※ 

バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
と
月
別
出
品
券
Ⓐ
の
２
枚
を
貼
っ
て

出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

用
具　

�

つ
け
ペ
ン
、
万
年
筆
ま
た
は
デ
ス
ク
ペ
ン
（
ボ
ー
ル
ペ

ン
は
不
可
）、
イ
ン
ク
は
黒
色

用
紙　

�

ぺ
ん
の
力
用
紙
Ｇ
型

〈解　説〉

〈
原
文
〉
郷
樹
扶
桑
外　

主
人
孤
島
中

〈
読
み
〉�

郷
き
ょ
う

樹じ
ゅ

扶ふ

桑そ
う

の
外そ
と　

主し
ゅ

人じ
ん

孤こ

島と
う

の
中う
ち

〈
作
者
〉

王
維
（
六
九
九
〜
七
六
一
）

〈
大
意
〉

君
の
故
郷
の
木
々
は
扶
桑
（
中
国
の
東
方
、
太
陽
の
出

る
と
こ
ろ
に
生
え
て
い
る
と
い
わ
れ
る
大
木
）
よ
り
も

さ
ら
に
向
こ
う
に
生
え
、
そ
の
故
郷
の
家
の
あ
る
じ
、

君
は
、
孤
島
の
中
に
住
む
身
と
な
る
。

〈
解
説
〉
○
「
桑
」
は
書
き
易
い
筆
写
体
に
し
ま
し
た
。

○�

楷
書
は
一
画
一
画
丁
寧
に
書
き
ま
す
が
、
硬
く
な
り

す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

○�

行
書
は
筆
脈
に
留
意
し
、
滑
ら
か
な
運
筆
を
目
指
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
筆
写
体
〉

立
て
る

倒
す 〈

筆
写
体
〉

向
か
い
合
う

点
に
し
て
明
る
く

1

2

3
6

4 5

仰
直
伏

仰
伏

反
り

仰

伏



基
礎
コ
ー
ス　
　

規
　
定
　
課
　
題
　
（
五
段
〜
初
段
）　
※
左
の
手
本
を
参
考
に
、
自
分
の
書
き
ぶ
り
で
書
き
な
さ
い
。

基
礎
コ
ー
ス　
　

規
　
定
　
課
　
題
　
（
五
段
〜
初
段
）　
※
左
の
手
本
を
参
考
に
、
自
分
の
書
き
ぶ
り
で
書
き
な
さ
い
。

9

宮

田

須

美

子

書
　

　

（
デ
ス
ク
ペ
ン
）

〈解　説〉

〈
読
み
〉　�

来ら
い

迎こ
う

寺じ

の
如
意
輪
観
音
は
、
鎌
倉
の
仏
像
独
特
の
紋

様
で
あ
る
、
着
色
し
た
粘
土
を
は
り
つ
け
た
土
紋
装

飾
が
特
徴
で
あ
る
。

〈
出
典
〉　 

マ
ッ
プ
ル
ガ
イ
ド
『
鎌
倉
』
昭
文
社
よ
り

〈
解
説
〉　�

漢
字
、
ひ
ら
仮
名
の
大
き
さ
に
留
意
し
て
書
き
ま

し
ょ
う
。

用
具　

�

つ
け
ペ
ン
、
万
年
筆
ま
た
は
デ
ス
ク
ペ
ン
、
ボ
ー
ル
ペ

ン
も
可　

イ
ン
ク
は
黒
色

用
紙　

�

ぺ
ん
の
力
用
紙
３
行
書
き

※ 

バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
と
月
別
出
品
券
Ⓐ
の
２
枚
を
貼
っ
て
出

品
し
て
く
だ
さ
い
。

常
用
体

常
用
体

筆
写
体

筆
写
体

旧
字
体

紋飾

様 観 来

來觀樣



基
礎

コ
ー

ス
　
　

規　
定　
課　
題

　
　（
1級
〜
5級
）　

　
　

　　
※

下
の

手
本

を
参

考
に

、
自

分
の

書
き

ぶ
り

で
書

き
な

さ
い

。

10

加
藤
玲
子
書
（
デ
ス
ク
ペ
ン
）

↑ここに貼る↑
月別・バーコード券

〈
読

み
〉　
物
事
の
ち
ょ
っ
と
し
た
前
兆
に
よ
っ
て
、
大
勢
を
予
知
す
る
。〈

出
典

〉　
こ
と
わ
ざ
・
一
葉
落
ち
て
天
下
の
秋
を
知
る

〈
解

説
〉　
�字
間
・
熟
語
の
幅
が
不
揃
い
に
な
ら
な
い
よ
う
バ
ラ
ン
ス
を
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

　
　

用
具
　
�つ
け
ペ
ン
、
万
年
筆
ま
た
は
デ
ス
ク
ペ
ン
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
も
可
　
イ
ン
ク
は
黒
色
　
　

用
紙
　
�ぺ
ん
の
力
用
紙
２
行
書
き

　
　

　
　

※
  バ

ー
コ

ー
ド

出
品

券
と

月
別

出
品

券
Ⓐ

の
２

枚
を

貼
っ

て
出

品
し

て
く

だ
さ

い
。

画
を
つ
な
ぐ

や
や
重
ね
る

軽
く
と
め
る

や
や
重
ね
る

口
の
省
略

小
さ
す
ぎ
な
い
よ
う
に



基
礎
コ
ー
ス　
　

規
　
定
　
課
　
題

（
6
級
〜
10
級
）     

※
左
の
手
本
を
参
考
に
、
自
分
の
書
き
ぶ
り
で
書
き
な
さ
い
。

こ
こ
に
入
れ
る

11

〈
読
み
〉���

晩
秋　

銀
杏　

舞
茸　

木
犀

マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム　

い
ち
じ
く

〈
出
典
〉��『
最
新
俳
句
歳
時
記
』

用
具

つ
け
ペ
ン
、
万
年
筆
ま
た
は
デ
ス
ク
ペ
ン
、

　
　
　

ボ
ー
ル
ペ
ン
も
可　

イ
ン
ク
は
黒
色

用
紙

ぺ
ん
の
力
用
紙
2
行
書
き

※
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
と
月
別
出
品
券
Ⓐ
の
2
枚
を
貼
っ
て

出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

福

原

溪

春

書

（
つ
け
ペ
ン
）

〈解　説〉

二
呼
吸
で

筆
勢
よ
く
抜
き
出
す

①

①

②

②

止
め
て
も
よ
い

止
め
て
も
よ
い

払
っ
て
も
よ
い

中
は
や
や

右
寄
り
に

書
道
で
よ
く
使
わ
れ
る
筆
順

ま
る
み

横
画
の
変
化

1 2

3
4

5 6 7 8

〈
解
説
〉��「
秋
・
銀
」
は
偏
と
旁
が
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
譲
り
合

っ
て
書
き
ま
す
（
相
譲
相
避
）。「
犀
」
の
尸
（
し
か
ば

ね
）
は
左
に
重
さ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
中
を
や
や
右
に

寄
せ
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
ま
す
。
中
心
を
意
識
し
て
ま

と
め
ま
し
ょ
う
。
片
か
な
は
筆
勢
を
出
す
よ
う
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。



15

随
　
意
　
課
　
題

つ
け
ペ
ン

専
攻
コ
ー
ス
（
１
級
〜
10
級
）

基
礎
コ
ー
ス
（
全
員
）

　

堀

津

節

子

書

※�

左
の
手
本
を
参
考
に
、
自
分
の
書
き
ぶ
り
で
書
き
な
さ
い
。

　

用
紙
を
縦
に
し
て
縦
書
き
と
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

規
定
コ
ー
ス
の
段
級
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

記
入
の
な
い
も
の
は
段
級
不
明
と
な
り
ま
す
。

※�

バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
と
月
別
出
品
券
Ⓒ
の
２
枚
を
貼
っ
て
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

用
具　

�

つ
け
ペ
ン
、
万
年
筆
ま
た
は
デ

ス
ク
ペ
ン
イ
ン
ク
は
黒
色　

ボ

ー
ル
ペ
ン
は
不
可

用
紙　

�

ぺ
ん
の
力
用
紙
Ａ
型

〈
読
み
〉

　

�

茸た
け

狩が
り

や
頭

か
う
べ

を
挙あ

ぐ

れ
ば
峰み

ね

の
月

〈
作
者
〉�

　

与
謝
蕪
村

　
（
一
七
一
六
〜
一
七
八
四
）

〈
大
意
〉

几き

董と
う

と
京
都
の
北
西
に
あ
る
鳴な
る

滝た
き

と

い
う
所
に
来
て
、
き
の
こ
狩
り
を
し

て
楽
し
ん
だ
。
遠
方
を
望
む
と
山
に

は
月
が
か
か
っ
て
い
る
。

〈
解
説
〉

「
峰
」
は
「
峯
」
と
書
く
こ
と
も
で

き
ま
す
が
「
挙
」
と
同
じ
よ
う
に
タ

テ
長
の
文
字
に
な
る
の
で
「
峰
」
と

巾
の
あ
る
書
き
方
を
用
い
た
。
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随 意 課 題

専攻コース（１級〜10級）・基礎コース（全員）

※�下の手本を参考に、自分の書きぶりで書きなさい。
小 島 鳳 洽 書

（毛筆タイプ）

筆 ペ ン

用
具

筆
ペ
ン　

イ
ン
ク
は
黒
色

用
紙

ぺ
ん
の
力
筆
ペ
ン
用
紙
、
ま
た
は
Ｂ
４
判
（
タ
テ
36
・
4
㎝
・
ヨ
コ

25
・
7
㎝
）
コ
ピ
ー
用
紙
を
縦
に
使
用
。

　
　
　

��
下
欄
の
不
二
教
室
名
・
段
級
・
氏
名
の
わ
く
は
、
Ａ
型
用
紙
の
も
の
を
貼

る
か
、
筆
ペ
ン
用
紙
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
作
品
に
は
不
二
教
室
名
・
段
級
・
氏
名
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）。

※�規定コースの段級を必ず記入してください。記入のないものは段級不明となります。
※�バーコード出品券と月別出品券Ⓓの２枚を貼って出品してください。

︿
解
説
﹀
文
字
数
が
少
な
い
課
題
で
す
。
大
小
、
太
細
を
つ
け
て
メ
リ

ハ
リ
の
あ
る
作
品
に
仕
上
げ
ま
し
ょ
う
。
算
用
数
字
の
書
き

方
例
を
示
し
ま
す
。
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

①

②

②

①
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↑
こ
こ
に
貼
る
↑

月
別
・
バ
ー
コ
ー
ド
券

随　
意　
課　
題

ボ
ー
ル
ペ
ン

専
攻
コ
ー
ス
（
１
級
〜
10級

）・
基
礎
コ
ー
ス
（
全
員
）

※
�下
の
手
本
を
参
考
に
、
自
分
の
書
き
ぶ
り
で
書
き
な
さ
い
。

※
�規
定
コ
ー
ス
の
段
級
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
記

入
の
な
い
も
の
は
段
級
不
明
と
な
り
ま
す
。

※
�バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
と
月
別
出
品
券
Ⓔ
の
２
枚
を
貼
っ

て
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

小島鳳洽書（油性ボールペン）

用具　�ボールペン（油性・水性・

ゲルインクのどれでも可） 　

インクは黒色　　

用紙　ぺんの力用紙Ｃ型

〈読み〉還暦を目前にして自動車の運転免許を取得しました　近所に住む父の介護の為にと　必要に迫

られて決意したのですが予想外に楽しく　先日は若葉マークをつけて勝浦までドライブを楽しみました

〈解説〉

〈別の書き方〉

でもよい

楷

楷糸ぐるま楷

楷

平仮名のく
4

4

=

筆写体



18

第一の疑惑は、内に対する不満から起こる卑下
であり、第二の懐疑は、外に対する不足から起
こる誇大である。いずれにしても、この時期は
危険である。それはあたかも、人生の青年期に
相応するもので、学書における第二の誕生期で
もある。

随
　

意
　

課
　

題専攻コース（会友〜初段）

ボールペン（横書き）

筆ペン（掲示文）

つけペン（和歌）

〈
大
意
〉�

秩
父
を
巡
り
、
秋
の
渓
流
を
眺
め
て
い
る
と
、
も
の
悲

し
さ
を
感
じ
た
。

〈
作
者
〉
若
山
牧
水
（
一
八
八
五
〜
一
九
二
八
）

↑ここに貼る↑
月別・バーコード券

※�

規
定
コ
ー
ス
の
段
級
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

記
入
の
な
い
も
の
は
段
級
不
明
と
な
り
ま
す
。

※�

バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
と
月
別
出
品
券
Ⓒ
〜
Ⓔ
の
２
枚
を
貼
っ
て
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

石い
し

越こ

ゆ
る
水
の
ま
ろ
み
を
眺な
が

め
つ
つ

こ
こ
ろ
か
な
し
も
秋
の
溪た
に

間ま

に

不
二
教
室
名

段
氏
名
（楷）

級

� 『犀水書話』46ページより

防
災
講
座

〜
コ
ロ
ナ
禍
で
も
災
害
は
起
き
る
〜

具
体
的
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
首
都
直
下
地
震
へ

の
備
え
を
考
え
ま
す
。

日
時�

�

十
月
十
六
日
（
日
）
午
前
十
時
〜
十
二
時

場
所�

か
つ
し
か
区
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室

講
師�

山
本
秀
彦
氏
（
防
災
研
究
所
主
任
）

定
員�

五
十
名
（
参
加
費
無
料
）

申
込
み��

葛
飾
区
危
機
管
理
室�

　
　
（
電
話�

三
六
九
四

−

七
八
五
二
）
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†
†
†
† 

随
意
課
題
出
品
の
き
ま
り 

†
†
†
†
†
†
†

つ
け
ペ
ン
（
短　

歌
）

課
題　

�
右
ペ
ー
ジ
の
短
歌
を
、
自
分
の
書
き
ぶ
り
で
体
裁
よ
く
書
き

な
さ
い
。（
漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由
・
旧
か
な
づ
か

い
使
用
の
こ
と
）

用
具　

�

つ
け
ペ
ン
ま
た
は
万
年
筆　

デ
ス
ク
ペ
ン　

ボ
ー
ル
ペ
ン
は

不
可　

イ
ン
ク
は
黒
色

用
紙　

ぺ
ん
の
力
用
紙
Ａ
型
（
Ｂ
型
も
可
）
を
縦
に
使
用
す
る
。

ボ
ー
ル
ペ
ン
（
横
書
き
）

課
題　

�

右
ペ
ー
ジ
の
文
を
横
書
き
に
、
体
裁
よ
く
書
き
な
さ
い
。

（
書
体
自
由
）

用
具　

�

ボ
ー
ル
ペ
ン　

油
性
・
水
性
・
ゲ
ル
イ
ン
ク
の
ど
れ
で
も
可　

イ
ン
ク
は
黒
色

用
紙　

�

ぺ
ん
の
力
用
紙
Ａ
型
（
名
前
が
左
に
く
る
よ
う
に
横
に
し
て

書
く
。
不
二
教
室
名
、
段
、
氏
名
は
縦
書
き
に
す
る
。）
Ｂ

型
も
可
。

筆

ペ

ン
（
掲
示
文
）

課
題　

�

右
ペ
ー
ジ
の
掲
示
文
を
縦
書
き
に
、
文
字
の
位
置
や
大
小
を

考
え
て
、
体
裁
よ
く
書
き
な
さ
い
。（
漢
字
の
書
体
は
楷
書

ま
た
は
行
書
）

用
具　

筆
ペ
ン　

イ
ン
ク
は
黒
色　

用
紙　

�

ぺ
ん
の
力
筆
ペ
ン
用
紙
、
ま
た
は
Ｂ
４
版
（
約
36
・
4
㎝
×

約
25
・
7
㎝
）
コ
ピ
ー
用
紙
を
縦
に
使
用
。
作
品
の
下
欄
に

は
、
不
二
教
室
名
・
段
・
氏
名
を
必
ず
明
記
す
る
こ
と
。

（
そ
の
わ
く
は
、
Ａ
型
用
紙
の
も
の
を
貼
る
こ
と
）

†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†

◆
十
一
月
号
課
題
予
告
◆

【
専
攻
コ
ー
ス
】

　

会
友
〜
六
段

　
　
『
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集�

巻
上
』
伝
藤
原
行
成
筆
よ
り

　

五
段
〜
初
段

　
　

�「
い
か
ゞ
す
べ
き
や
。
さ
れ
ど
も
此こ
の

野の

は
縦
じ
ゅ
う

横わ
う

に
わ
か
れ
て
、
う
ゐ
〳
〵
敷し
き

旅た
び

人び
と

の
道
ふ
み
た
が
え
ん
、
あ
や
し
う
侍
れ
ば
、
此こ
の

馬
の
と
ゞ
ま
る
所
に
て
馬

を
返
し
給
へ
」
と
か
し
侍は
べ
りぬ

。

　

１
級
〜
5
級

　
　

背せ

戸ど

畑ば
た

の
白
菊
の
花
紅あ
か

み
さ
し
あ
は
れ
こ
と
し
の
秋
も
い
ぬ
め
り

　

6
級
〜
10
級

　
　

別べ
つ
り
ま
さ
に
い
い
き

離
方
異
域　

音
い
ん
し
ん
い
か
ん
し
て
か
つ
う
ぜ
ん

信
若
爲
通

【
基
礎
コ
ー
ス
】

　

五
段
〜
初
段

　
　

��

建
長
寺
総
門
の
「
巨
福
山
」
の
額
は
、
一
山
一
寧
が
勢
い
あ
ま
っ
て
「

」
と

点
を
加
え
、
百
貫
の
価
を
添
え
た
と
い
う
の
で
百
貫
点
と
い
う
。

　

１
級
〜
5
級

　
　

自
分
の
専
門
で
も
、
わ
が
身
に
関
し
て
は
、
案
外
お
ろ
そ
か
に
し
が
ち
だ
。

　

6
級
〜
10
級

　
　

初は
つ

時し

雨ぐ
れ　

麦
蒔　

芭
蕉
忌　

ふ
ゆ
が
ま
え　

と
り
の
い
ち

※
課
題
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。




